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地域に関する教材開発を目指した総合的な学習の時間の意識調査

一柏木小学校と金田小学校の比較ー
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要旨
総合的な学習の時間に関して、 柏木小学校と金田小学校の児童と教師の意識調査結果に、

学校間の違いがみられた。 柏木小学校ではテー マ毎に縦割り学習を行っているのに対して、

金田小学校は、地域を中心に学年毎にテー マ学習に取り組んでいる。その違いが児童の興味・

関心の違いとなって現れた。 教師は、 柏木小学校では表現力など情報に関する力が身につい
たと考えているが、金田小学校は問題発見、調べ、発表など様々な力がついたと考えており、

違いがみられた。 両校とも総合的な学習の時間で学習したい（させたい）と思っていること
は、 児童と教師で異なっていることが認められた。 金田小学校の児童のふりかえりカ ー ドの
結果から、素材探しが地域の中で主体的に追求され、協力性も高まっていることがわかった。

2つの学校とも自ら課題を見つけ、 学ぶなど 「生きる力」を育成するために地域教材が役

立つことが認められた。

［キー ワ ー ド】総合的な学習の時間 教材開発 児童の興味。関心

1 はじめに
総合的な学習の時間（以下総合的な学習）は、 児童の興味•関心等に基づく学習などの過

程を通して、 自ら課題を見付け、 自ら学び自ら考え、 問題を解決するなどの 「生きる力」を

育てることや、 学び方やものの考え方を身に付け問題解決に向けての主体的、 創造的な態度

を育成すること、 自己の生き方について考えることができるようにすることをねらいとして

いる。 総合的な学習は児童の興味•関心を大切にしながら展開することが望ましいので、 そ

の実態を把握し、 その結果を活用して発展的な学習に導いていくための教材開発が大切と思
われる。

教材開発とは教育活動において、 一定の目的にしたがって選ばれた教育内容を学習者に教

える際の材料になるものを開発することである。 総合的な学習の実践が進むにつれて、 教材

についての受けとめかたが柔らかになり、 身近な素材を教材化する試みが行われるようにな
った。 北俊夫峠は、 総合的な学習の 「地域らしさ」 「地域ならではのもの」を教材化するこ
とを提示している。「生きる力」が身近にある地域の素材を教材化することで効果的に育まれ、
児童が地域社会に対する理解を深め、 地域社会の一員としての自覚を培うことができると考
えたからである。

平賀町立柏木小学校（以下柏木小）では、 地域の伝統芸能、 尾上町立金田小学校（以下金

田小）は、 町にある名所やリサイクル活動などをそれぞれ教材として学習し開発に取り組ん
でいる。

本研究では、 総合的な学習の時間について児童の興味、 関心および地域のよさや特色を生
かした教材開発の面から、 2つの小学校の児童の意識調査を比較して考察をすすめることと
したい。 そのためには、 第一に児童が総合的な学習の時間について、 どのように思っている

かをアンケー トを基にしながら興味•関心の面を分析をする。 第二には、 教師が総合的な学

習の時間にどのような資質や能力を身に付けさせたいのか、 ということと教師が児童の実態

をどうとらえているかについてアンケ ー トの回答を分析する。 第三には、 児童の自己評価カ
ー ド等を分析することによって、 地域の特色やよさを生かした教材の開発のあり方について
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も考察したい。

2総合的な学習の時間に関する実態調査

2-1 児童の意識調査から
2 0 0 0年、 2 0 0 2年度に行った総合的な学習の時間のアンケ ート調査 の結果から検討

をする。
(1)対 象

2 0 0 0年 対象：平賀町立柏木小学校 (1 2 6 名ー 3 学年、 4 学年、 5 学年、 6 学年）
く 3 学年はアンケ ートの項目1 、 2の み＞

2 0 0 2年 対象：尾上町立 金田小学校 (8 9名―-4 学年、 5 学年、 6 学年）
(2) 調査期日と方法
（ア） 2 0 0 0年1 2月・・ 「総合学習」についてのアンケートを実施（柏木小学校）
（イ） 2 0 0 2年 6 月。。・ 「総合学習」についてのアンケートを実施（ 金田小学校）
(3) アンケートの内容
項目1では、 「総合学習がすきですか」、 項目 2では、 「その理由」（自由記述）、 項目 3 では
「 あなたが総合学習でできるようになったと思うの は、 どんなことですか」（複数回答）、 項

目4 では、 「総合学習で、 実際にやれたことはどれですか」（複数回答）、 項目 5 では、 「 これ
からどんなことをやってみたいですか」（複数回答） の 調査結果を検討する。 資料1参照。

(4)総合学習のアンケ ートの結果と考察

0質問項目1 「総合学習がすきですか」

柏木(126人）

金田(89人） 50 5
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図1 児童に対する「総合学習がすきですか」のアンケー ト結果の比較

図 1 から、 「とてもすき」 「 まあまあすき」 は、 柏木小が8 3% 、 金田小が 94 ％で金田小
学校が1 0ポイント高かった。 「とてもすき」だけを比べても、 柏木小が 21% 、 金田小が4

4 ％と金田小が 2 3 ポイント高かった。
この理由として、 柏木小の 総合的な学習の時間は、 「川について」 「 平賀町について」 など

の テー マ学習と全校での縦割り班による活動を平行して行っているが、 とくに高学年におい
て全校での縦割り活動を好まないことがあげられる。 班 をまとめるのに苦労をし、 興味や関
心を失っている児童も見られている。

金田小では、 3年は「尾上町探検」、 4年は 「 リサイクル大作戦」、 5年は 「尾上町 の米を
調べよう」、 6年は 「ふるさと再発見」 であり、 学年ごとにテー マを設定したことが興味や関
心の程度 が高い結果として表れたと思われる。

「 ちょっときらい」 と記入した児童も、 柏木小で1 0% 、 金田小で 5 ％見られる。 また、
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「きらい」 と明確に答えている児童も両校それぞれ7%、 1％見られた。 これらの児童の意

欲を喚起することが大切になってくる。

0質問項目2 「総合学習がすきかどうかの理由」

表1 総合学習がすきかどうかの理由の自由記述による比較

柏木小学校

とてもすき ・ まあまあすき ちょっときらい ・ きらい
本にしたり、模造紙に書いたりするのがすきだか まとめたりするのがきらいだから
ら 質問を新聞に書いたりするから

調べるのがすきだから (3 名） 書くのがめんどうくさいから
発表したり、 メモしたりするのがおもしろいから 調べるのは好きだけど、発表がきらいだから
自分でいろいろなことが考えられるから(2 名） みんなさわいでまとまらないから
みんなでやるのが楽しい みんなと計画を立てたり、みんなの前で話すのがきらいだか
コンピュ ータでかいたりするのが楽しいから ら

やりたくないものがいっぱいでてくるから

金田小学校

とてもすき。まあまあすき ちょっときらい ・ きらい
テーマを決めるのが楽しい 新聞を書くのが苦手
まわりのことがわかる メモがめんどう

町を探検できる 調べたりするのがいや

どこかへ行くのが楽しい (2)

調べるのがすき (3)

発表が上手になった
インターネットができるのが楽しい

総合学習がすきな理由を自由記述から抽出して比較したのが表1である。 この表からわか
るように 「発表ができるから好き」や「調べたりするのが好き」 など、 両校ともに総合的な
学習のねらいに関係している事項を理由にあげている。金田小では、 「 町を探検できる」と 「ど
こかへ行くのが楽しい」 「まわりのことがわかる」を合わせると、 4人の児童が地域的な教材
に興味を示していると考えられる。 柏木小では、 発表をきらっている児童が2人見られるの

で、 表現能力の向上を目指す地域教材を開発する取り組みが必要になるであろう。

0質問項目3「総合学習でできるようになったことはどんなことか」
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図2 児童に対する 「総合学習でできるようになったこと」のアンケ ー ト結果の比較

図2から、 柏木小では、 5年生の 「書き方」の割合が高く7 2。 2 ％であった。 柏木小
では活動後、 自己評価を含めた新聞づくりを行なっており、調べ書く活動を活発にしている
ことがこの理由と思われる。 金田小では、 「 メモのとり方」が高く、 4年生で7 0%、6年生
で6 8. 9%、全体で6 0 。 7 ％であった。次いで 「質問の仕方」「書き方」の順で高かった。

「意見の表し方」の全体は、金田小が56。 2 %、柏木小が1 9％であり、金田小が発表に
優れている。

金田小の 「 メモのとり方」が多かったのは、近くに出かけた体験的な活動が多く、 地域の
教材に興味を示して取り組んだためとも考えられる。 たとえば、 6学年は、尾上町を中心と

した地域の探検を行い史跡、文化財にふれながら、 そこに関わる人と交流を深めた。 5学年

尾上町の米作りに、 4年生はリサイクルを中心にそれぞれ地域と関わりながら活動しており

これらの成果が表れているともいえる。

0質問項目4 「総合学習で実際にやれたこと」
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図3 児童に対する 「総合学習で実際にやれたこと」のアンケ ー ト結果の比較
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柏木小では、 グルー プや個人でのテー マを決めたりする 機会を多く与えているためか、 「 テ
ー マを決める 」の回答率が高い。 特に、 5 年生は 7 8. 8% 、 4 年生は 7 2. 6 ％と高かっ

た。 金田小では、 「 テー マを選ぶ」の回答率が高く、 5 年生で 9 2. 9 ％と非常に高かった。

自分たちでテー マを探し出し、 話し合い活動を通しながら、 個人やグルー プでテー マを選択

する 時間が多く設定された結果だと思われる 。 また、 両校とも地域の中からテー マを見つけ

出すことに重点を置いており、 地域の教材が有効に活用されている ともいえる 。

0質問項目5 「 これからどんなことを総合学習でやってみたいか」
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図4 児童に対する 「 これから総合学習でやってみたい内容」のアンケー ト結果の比較

柏木小では、 柏木地区や平賀町など自分の 「住んでいる 場所」に関係のある ことが、 学年
を通して65。 1 ％で最も高く、 自分たちの身近なところから調べてみようとする 意識が強
く見られる 。

金田小では、 全体で 「 よその国のくらしなど」が6 0. 7 ％と高く、 金田地区や尾上町な

ど自分の 「住んでいる 場所」は41 .  6％で柏木小と比べる と低くなっている 。

0質問項目6 「総合学習でその他やってみたいものの具体例」

表6 総合学習でその他やってみたいものの具体例 （項目のみ）

柏木小学校
・雪 ・気候 •生物のくらし ・オー ロラ ・虹 ・気球 ・宇宙 。川 ・ ゴミ

・地図 ・うさぎ ・インタ ー ネット 。動物 ・空 ・めんどり 。昔のこと 。雨

。富士山 ・沖縄 ・東京 ・外国の食べ物 ・山の自然
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金田小学校
・雪 ・雨 。日本の歴史 ・動物のくらし ・リサイクル ・雪の形 ・青森りんごと米

。自然 。日本以外の国で売っているもの 。太陽 ・ ゴミ 。電気やかみなり ・天然記念物

・虫について 。ハチについて ・幼児との交流 。服のこと

表6 をみると 、 両校ともに 「 自然 」、 「気候 」、 「歴史 」、 「 よその 地域」、 「情報」、 「 くらし 」
など 児童 の 興味や関心が 相当多くの 分野 に広がっていることが わか る。 環境教育とも関係の

ある リサイクルなど を 記入してい る児童 も みられた。 児童は 、 自分の身近な ことから 興味や
関心が 出発 して 、 環境、 国際的なも のへの広が りにつ ながっている ことが 考えられた。

2-2 教師の意識調査から
2 0 0 2年に行った 総合的な学習 の 時間の 調査 を 検討 をする。

(1) 対象 2 0 0 2年 1 0 月 平賀町立柏木小学校 教職員 8 名
尾上町立金田小学校 教職員 1 0名

(2) 調査期日と方法
① 2 0 0 2年 1 1 月 ・ 。・・ 「 総合的な学習」についての アンケー ト を 実施

(3) アンケ ー ト内容（資料 2)

項目1 では 、 「 総合的な学習で高めたい 資質や能力」につい て 、 項目2では 、 「総合的
な学習 を昨年度や今年 行ってみて 、 どのよう な力が児童についたの か 」を 、項目3では 、

「児童が 総合的な学習についてどのように 考え ている か 」、 「児童がこれ から総合的な 学
習でやってみたいことは何か」についての アンケ ー ト 調査 を 分析検討する。 項目2 と3

は自由記述 である。
(4) アンケ ー トの 結果と 考察

0質問項目1 「 総合的な学習で高めたい 資質や能力」
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図5 教員に対する「総合的な学習で児童に高めさせたい資質や能力」のアンケー ト結果の比較
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図5 をみると 、柏木小では、 「おおいに高めさせたい」が40%、 「高めさせたいが」60%
で、 この両者の回答のみであった。 金田小では、 「おおいに高めさせたい」54%、 「高めさ
せたい」42%、 「あまり高めさせた くな い」4％とな っている。 2 つの小学校ともに「おお
いに高めさせたい」、 「裔めさせたい」 の比率が高くな っているのは、 総合的な学習 に対する
両校の教師の期待感の表れだと 思われる。

項目 ごとに見ると 、 柏木小では、 「表現力」 の 「おおいに高めたい」が 6 2. 5 ％が高く、
この項目 への同校教師の期待が表れている 、 柏木小では表現がにがてと する児童が見られた
こととも 一致しており、 教材のエ夫が望まれる。 柏木小では、 「問題発見カ・問題解決力」が
次いで高く5 0 ％とな っている。

金田小では、 「問題発見カ・問題解決力」、 「 コミュニケー ション能力」、 「表現力」 の「おお
いに高めたい」が6 0％で高くな っている。

アンケ ー トの5つの項目は、 総合的な学習 のねらいであり、 育てたい能力や資質であるの
で 、 これらを踏まえ ての指導が必要に な る。

0質問項目2 「 総合的な学習 を昨年度や今年 行ってみて 、 どのよう な力が児童についたか」

表3 総合的な学習で 教師が 考える児童が身に付けたカ

柏木小学校

郷土の伝統工芸など地域についての知識

問題発見と問題解決する力(2)

調べ学習

調べたことをまとめるカ

情報収集能力(2)

情報活用能力

表現力(2)

金田小学校

学び方

問題解決力 (2)

地域に目を向けるきっかけとなり、 意欲的に課題に

取り組めるようになってきた(2)

探究心や追求力がついた(2)

物事を発展的にとらえる目

調査するカ

まとめる力。

インタビュ ーの仕方に慣れた

パソコンやデジカメの使い方に慣れた

表3 からみると 、 柏木小 の4人の教師が 、 児童が身についた力 と して 、 「 調べ学習」 「 調べ
たことをまと める力」 「情報収集能力」 「 地域について知る力」 など 、 情報に関することを挙
げている。 「表現力」 2人 を合わせると6 人が 広 い意味 の情報に関する力がついたと 考えてい
る。

金田小 の教師は 「 地域目 を向ける 。＇」 「探究心や。．」 「 発展的に．．」が合計で5人で
あり、 児童に追求力や発展する力がついたと 考え ている。 その他、 インタビューの仕方など
のスキル、 調査の力 などが挙げられており、 金田小 の教師は、 児童が身に付けた力が多様で
あると 考え ている。

両校に共通 することは、 「問題を 解決する力」や 「 調べる力」が身についたと 考え ているこ
とである。
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0質問項目3 「児童 は総合的な学習についてどのよう に考えているか」

柏木(8人） 90 

金田(10人） 75 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

図6 教員に対する 「 児童 は総合 的 な 学 習 に つ い てどの よ う に 考えているか」 の
アンケ ー ト結果の比較

柏木小では、 「とても すき」 が1 0% 、 「まあまあすき」 が 9 0％である。 金田小では、 「と
ても すき」 が2 5%、 「まあまあすき」 が7 5％である。 両校の教師とも 、 児童 は総合的な学
習を 「まあまあすき」 「とても すき」 と思っていて、教師の意識と前節で述べた 児童の意識と
が一致している。

自由記述を整理すると表4になった 。 両校の教師の思いに相違が見られた 。

表4 教師が考えるこれからの総合的な学習で児童 が学習した いこと（自由記述）

柏木小学校
ボランティアのこと
国際理解に関すること
健康に関すること
情報教育・..楽しめるし 、 インタ ー ネッ
トなどパソコンは興味を持って取り組む
子が多い(3)
英会話・・・これからの時代には必要だし、
取り組ませたい。

金田小学校

尾上町(2)

何でも体験したいと思っている。 学び方の
一つとして、 校外学習があると考えれば有効であ
る。
現在グルー プによるテーマ学習だが、 個人による自
分だけの追及をしたがるのではないか。
学年に応じて、 教師サイドで単元の設定を
しているので、 大きなテー マがあれば色々と出てく

るのではないか。
人と関わる力（コミュニケー ション）
パソコン

柏木小では、 「とても 好きである」 が2 5%、 「好きである」 が7 5％である。 金田小では、
「とても 好きである」 が1 0% 、 「好きである」 が 9 0％である。
教師も 児童 が 「好きである」 「とても 好きである」 と回答していて、 児童の回答とほぼ同じ

よう な結果であり、 教師と児童の考えがほぼ一致している。
項目3の 「児童 は、 これからの総合学習でどのよう なことをやってみた いと考えていると

思いますか」では表4のようになった 。柏木小の教師は、地域のことよりも 健康や国際理解。
英語会話に関心があり、 前節の質問事項6で示した 児童の 「住んでいる場所」をも っと知り
た い気持ちとの間に相違が見られた 。

金田小では尾上町を児童 が学習してほしいと考えている教師が2名おり、 校外学習を期待
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する教師を合わせると地域 学習は3名になる。 金田小ではテーマ学習に言及している教師が
2名いる。 金田小の児童の学習した いことは、 国際教育等であり、 ここでも 教師と児童の意
識に乖離が見られた 。

柏木小では 「総合的な学習の意義まで児童 が考えていないと思うのでまだそこまでいって
いない」 教師が 1 名、 金田小学校にも 「まだ発展途中なので考えを探るまではいっていない」
教師が 1 名いた 。

2-3 金田小学校児童のふりかえりカ ー ドや保護者の感想から
4学年 の総合的な学習の時間 「のび のびタイム」 での20 0 2 年 の 9 月から1 0月にかけ

て行った 「 リサイクル大作戦 」の実践から分析をする。 9 月と比べると1 0月は、 「 リサイク
ル大作戦 」の活動も本格的になり、 深まりを見せた 活動になっている。 この活動は、 地域の
中から教材を見つけ出し、 地域の人達との交流を図るものである。 指導案を資料4に示す。

児童の変容を見るた めに、 自己評価を取り入れた ふりかえりカ ー ド を児童に記入させてい
る（資料3参照） 。 カ ー ド の項目は、 「めあて」、 「主体的追求（進んで）」、 「協力 」、 「マナー」

の4項目である。 評価の仕方は3 段階で、 ◎ 「よくできた」、 O 「できた」、 △ 「あまりよく
できなかった」 である。 このカ ー ド は、 児童 が 自分を評価するととも に、 学級の他 の人たち

の良い所を探すことができるという相互評価ができる利点がある。 保護者（サポー ト隊 ） の
感想は、 活動が活発に行われているかを見るめやすになる。

くふりかえりカ ー ド＞
対 象 尾上町立金田小学校 4 学年 6 4 名
調査期日 2 0 0 2年 9 月3 0日（月） 2 0 0 2年1 0月3 0日（水）

くサポー ト隊 感想カ ー ド＞
対 象 尾上町立金田小学校4学年 の保護者

調査期日 2 0 0 2年1 0月3 0日（水）

(1) ふりかえりカ ー ド やサポー ト隊 の感想カ ー ド の結果と考察
「ふりかえりカ ー ド 」の項目の結果を図7 に示した。

9 月3 0日と1 0月30日で比較すると、 「めあて」の達成については、 「よくできた」 「で
きた」 が、 9 月で 92. 8％であったのが、1 0月では1 0 0％と高い率になっている。 活
動を行う ことで、 めあてが十分に達成されているといってよい。

「進んで」（主体的な追求） については、 9 月で8 9. 3％が 1 0月では 98 .  4 ％になっ
ている。 主体的な追究が行われつつあることが分かる。

「協力 」（協力 しあい 自己を振り返る） では、 9 月で 92 。 8％であったのが1 0月では 9
8. 4％と5. 6ポイン ト増加していて、 協力性が高まっていることが分かる。

「マナー」（交流活動・マナーや表現力 の育成） では、 9 月で1 0 0％であった ものが、1
0月で 9 8. 4％とやや減少している。
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37.50% 

26.80% 
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9月3 0日実施
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1 0月 3 0日実施

図7 ふりかえりカード（自己評価）

100% 

100% 

口よくできた

ロできた

ロあまりできなかった

ロよくできた

ロできた

ロあまりできなかった

児童の自己評価、 相互評価を表 5 、 表 6 に、 サポー ト隊の感想カ ー ドを表 7 に示した。
児童は、 9月は、 簡単な感想が多かったが、 1 0月では、 実際の自分たちの活動と結びつく

ような感想が多い。 表 6 の相互評価では、 1 0月になるとお互いのよい面を探そうというこ
とが見られている。 児童が地域の中で活動することで、 自分たちを具体的な活動に合わせて

評価できるようになっている。 地域の中で素材を探すことが主体的に追求され、 協力性も高

まっていることが示唆されている。

表7 のサポー ト隊の感想では、 保護者と児童の交流や児童の地域との触れ合いなどが具体

的に保護者の声から伝わってきている。 また、 保護者の児童を見つめる暖かい眼差しや今後

の期待なども記されている。
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表5 児童の感想 （自己評価）

9月3 0日実施

。 発表があ ま り よ く で き なか っ た 。 • 発表する と き大 き い 声で話せて よ か っ た 。

・ 「進んで」 があ ま り で き なか っ た の で発表 を がん ば り た いです。

。 話 を き ち ん と 聞 けて よ か っ た。 ・ メ モ が あ ん ま り で き なか っ た の で今度はがん ば り た い 。

・ 手 を い っ ぱい あ げる こ と がで き た 。 。 空缶鳥の こ と を 聞 き に い っ てす ごい と 思 っ た 。

・ 人 の 目 を見て話が 聞 け た か ら よ か っ た 。 ・ 字 を なぞる のがむずか し か っ た 。

1 0月3 0日実施

・ すすん で あ い さ つ を し た こ と 。 • お ばあ ち ゃ んが ご く ろ う さ ま と い っ て く れた 。

。 理 由 を き ち ん と 言 っ て仕事 を し た 。

・ 尾上町の 人 に 「 自 分の尾上町 を き れい に し た い」 と い う 気持ち を い え た の が よ か っ た。

• みん な で協力 し て き ち ん と で き た 。 ・ ビ ラ を配 る こ と がで き た 。

。 ゴ ミ 箱 をぜんぶきれい に で き た の で、 はや く 町 に お き た い 。 • 最後 ま でがんばれて よ か っ た 。

・ め あ て がき ち ん と で き た 。 。 ち ら し を も っ と く ば り た か っ た 。

・ 「 あ り が と う ご ざい ま し た 。 」 と 大 き な声で言え て よ か っ た。

。 ち ょ っ と お し ゃ べ り を し なが ら や っ て し ま っ た。

・ 「寒い の に え ら いね」 「がん ばっ て い る ね」 と 励 ま し の こ と ばを も ら っ た。

・ 大き な 声 を 出 し て ビ ラ を配 る こ と が で き た 。 ・ チ ラ シ を も っ と 配 り たか っ た。

・ ほ と ん ど の 人が忙 し い の に書 いて く れて よ か っ た 。

表6 児童の感想 （相互評価）

9月3 0日実施

。 金屋グルー プ と 尾上 グルー プ と李平 B グルー プがは き は き し て い て よ か っ た 。

· A さ んが少 し 小 さ い 声 だ け どがんばっ た 。 ・ 全部の班 の 人 た ち の発表の仕方が と て も い い と 思 い ます。

· B 君が一人でがん ばっ て い た と 思 い ます。 。 ほ と ん どの質問 に答え る こ と がで き た 。

・ ア ド バイ ス を も ら い 、 こ う すれ ばい い ん だ と 思 っ た 。 。 C さ ん の し せ い がよ か っ た 。

• 他の組の人の声がはき は き し て と て も い い と 思 い ま す。

1 0月3 0日実施

・ グルー プでみんな、 一生けんめいや っ て い た の で い い と 思 っ た。

• みん な 明 る い あ い さ つ を していた。 • A さ んた ち が一生けんめ い や っ て いた。

• お互い に協力 していた。 ・ みんなががんばっ て い た。

・ 自 信がな い と き に助 けて く れま し た。 • B 君が ど ん どん活動を し て い た。

· C 君 と D 君がい っ し ょ に活動を し て く れた。 。 E 君がすばや く 行動 を し て いた。

· F 君が進んで家 を ま わ っ て い た。
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表 7 サポー ト 隊 （金 田 小 4 年保護者） の感想 項 目 の み

風が冷た く 、 雨が降 っ た り 大変な 日 に も かか わ ら ず子 ど も達は、 本当 に 一生懸命 ビ ラ を配 り 署名 を集め

て い ま し た 。

子 ど も達は、 積極的 に 、 ピ ラ を配 り 、 お店の方に も き ち ん と 説明 し て 、 目 立つ と こ ろ に は り つ けて も ら

う こ と に し ま し た 。 個人のお宅で も 、 お店、 J A 、 会社な ど、 一件ずつ訪問 し て と て も り っ ぱで し た。

き っ と 、 尾上町の ゴ ミ が全部な く な る 日 も 近 い で し ょ う ！ みんながんばれ ！ 」

リ ー ダー を 中 心 に 、 ど っ ち の道路 を ま わ る か話 し合 っ て い た の で よ い と 思 い ま し た。 暑 い 日 も頑張 っ て

い ま し た。 学校開放 日 に途 中 の経路 を見 ら れた の も 良か っ た です。

子 ど も 達 は 、 ゴ ミ の分別がき ち ん と で き 、 道路 に 、 ゴ ミ を捨て る よ う な こ と は し な い 。 こ の気持ち を大

事 に し て ほ し いです。

2 回 目 な のでかな り ス ム ーズで し た。 グルー プ と し て は と て も よ い行動で し た 。

リ ー ダー が適切 に指示 し て い た。

さ すが 4 年生だ け あ っ て 、 和 を乱す こ と も な く 、 みんなで協力 し あ っ てで き た と 思 い ま す。 本 当 に よ く

がん ば り ま し た。

ひ と つ の こ と を 力 を合わせてや り 遂げた時の感動 は い つ ま で も 大切 に し て ほ し い 。

3 ま と め

柏木小 と 金 田 小 の 2 つ の 小学校の児童 と 教師 の意識調査 を見て き たが、 それぞれ総合的 な

学習 に 関 し て違いが見 ら れた 。

柏木小では、 総合的な学習 を大体好んで い る が、 好みの程度は、 金 田 小 よ り も 低 く な っ て

い る 。 柏木小は グルー プ活動 を取 り 入れて い る た め 、 意見が ま と ま ら ず に活動が低調 に な る

こ と も み ら れた 。 金 田 小で は 、 個人や グルー プでテー マ を探求 し た結果が興味や 関心 に あ ら

われて い る 。 金 田 小 は、 地域 の色々 な場所 に 出 か け る 機会が多か っ た た め 、 メ モ の仕方が身

に付いて い る 。 柏木小 はテー マ を 決 め た り 、 自 分で調べ る 意識が高 い の に対 し て、 金 田 小 は、

テー マ を選ぶ意識が高か っ た 。 柏木小 は、 地域 に つ い て の 学習 を 継続 し て い き た い と い う 思

い が強 い 。 金 田 小では、 自 分た ち の地域 の こ と も 大切 に し なが ら 、 国際関係な ど興味の広が

り が あ っ た 。

教師の意識調査で は、 柏木小の児童は、 表現 力 な ど情報 に 関す る 力 が 身 に つ い た と 考 え て

い る が、 金 田 小では、 追求力 な ど様々 な 力 が身 に つ い た と 考 え て い る 。 金 田 小では、 地域の

学習 を 深め た い と考 え て い る 教師 も 多か っ た 。 両校 と も 、 教師は、 児童が総合的な学習 を 好

んで い る と 考 え て い て 、 児童の意識 と 一致 し て い る 。 ま た 、 総合的な学習 を 通 じ て学習 し た

い こ と は、 両校 と も 教師 と 児童で違 っ てお り 、 子 ど も の希望 を 把握 し 教材の 開 発 に 生か し て

い く こ と が重要 と な る で あ ろ う 。

児童のふ り か え り カ ー ド の結果 に お い て 9 月 と 1 0 月 の項 目 の 自 己評価 ・ 相互評価 を 比較

す る と 、 時 間 と と も に感想 の記述が具体的 と な り 、 ま た 、 地域の 中 で素材 を探す こ と が主体

的 に追求 さ れ、 協 力 性 も 高 ま っ て い る こ と が示 さ れて い る 。

4 おわ り に

総合的な学習 の ア ン ケ ー ト の結果、 児童は総合的な学習 に興味や 関 心 を 示 し て い る と と も

に 、 教師 も 総合的な学習 の 時間で 「生き る 力 」 を育成 し よ う と し て い る 。

総合的 な 学習 の時間では、 地域の よ さ や地域の特色 を 生か し た も の を 教材化 し て い く こ と
が大切 に な る 。 金 田 小 の 4 年 生 の 「 リ サイ ク ル大作戦」 の活動 を 通 し て、 児童は身近な も の

を 教材 に す る こ と に よ り 、 も の の再利用 ばか り で はな く 署名活動な ど を通 し な が ら 、 思考 を

拡大 し なが ら 環境問題 に つ い て考え る こ と がで き た。

こ れか ら の課題で あ る が、 ア ン ケー ト も 平賀 町や尾上町ばか り で はな く 、 青森県全体の 様

子を広範囲 に把握す る や細 か な ア ン ケ ー ト の分析 も 必要 と な る 。 教材 の有効性 を み る た め に
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も、 平賀町や尾上町での継続的な授業実践の累積化 も大切である。

引 用 文 献

1 ) 北俊夫 (2 0 0 2) ; 「総合的な学習の教材開発」， 明治図書， P P . 1 1 .

参 考 文 献

1 ) 平賀町立柏木小学校 (2 0 0 0 ) ; 「 平 成1 2年度 研究収録 柏 葉」， 平賀町立柏木

小学校， P P . 2. 

2) 渋川 良夫 (2 0 0 1 ) ; 「 小学校における総合的な学習と教科学習の関連についての研究」，

弘前大学大 学院 修士論文， P P . 3 7 .  
3) 渋川 良夫 (2 0 01 ) ; 「研究報告書1 0号」， 弘前大 学教育学部 附属教育実践総合セ ン タ

-, P P . 7 9 . 

4) 尾上町立金田小学校(2 0 0 1 ) ： 「 平 成1 3年度 研究収録」， 尾上町立金田小学校，
P P . 1 06。

5) 山 口 潤 (1 9 8 7 ) ; 「 実践教職課程講座第1 0巻」， 日本教育図書セ ン タ ー

P P 。 1 1 5. 

6) 羽賀敏雄 ， 野 呂徳治， 田名 場忍， 小山智史 (2 0 0 2) ; 「総合的な学習の時間と体験活

動 一附属教育実践総合セ ン タ ー研究員 の研究 成果を踏 まえた考察ー」， 弘前大学教育学

部研究紀要ク ロ ス ロ ー ド 第6号 （ 通巻第 46号） ， P P . 37 ,....., 4 0 .

97 



98 渋川 良夫

＂鼈合字賣JI二ついてのアンケート

資 料 1
年

l あなた四",.""”‘・
( 9 つだけ0で••二んで下さい．）

と て も 鯰 • .. あ ま あ蔚 • ち ょ っ と ● らい
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方
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カ
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た
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学
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の
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負
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e
 
e
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は

は

ト
て

れ

な
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そ
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(

3

3

 

4 緯合字冨で、 買即こやれたこ と は、 どれですか．
（あてば之 る もの を い く つで も 9•二んで下さい．）

〇 テーTをえらぶ

a） テーマ を ● 分で決める

0 詞ぺ方 (9t閾） を考える

0 日 分で躙ぺる

〇 躙ぺたこ と とま と め る

® 玄 と めたこ と を だれかにつたえる

〇 つ せのテーマ を考える

● これか ら、 どんな こ と を総合字l!Iでやってみたいですか．
（あてほ"-”成いく つでもかこんで下 さ い． 総にも あれば、 モの饂にかいて
下 さ い。）

の よモの国の く ら しな どについて□:；:

誼

•三三：所I-力んけいする - と

総合が」な学蓄についてのアンケー ト（穀師m)
◎ 下記の9JI D について ：：：lill宕下 さ い。

資 料 2

資 料 3

1 ＊校の兄瓜に紐合的な牛召で9" め た いn i1や1i1lJJについて こ．lill呑I' さ い．

（一つ を 0 で 1111んで1’ さ い。 ）

く 回答する と e の＆U9>

’ '“りいに応 力 さ a たい 2 バめさせたい ' '' ● り 氏 ヽ， ． せた （ ない 4 " '， ． 仕 た く ない

<D rin1図9.)l.;}』 • Inl紅l埓伏力J
② r コ ミ ュ ニ ケー シ ロ ン紺JJJ

Cl> r表只プJJ
① 『 自 己ii細力J

⑤ r竿びあ う JifJ'll屈．双J

2 に合的な学田 を 919年瓜やが1III っ て み て 。 どの よ う な力が）WIにつ い た と 息い

ま すか． （ 自 山 にお 99 e •F さ い． ）

3 本佼の児戯の総合的な学習について の．1i1諏について

① ＊校の兄瓜Ii樟合的な学召について ど の よ う に 名 えて い る と 息い ま すか．』

（一つを0で皿んで T- さ い． ）

と て も 好 き で あ る 好 き で あ る

3

3

3

3

3

 

2

2

2

2

2

 

ち ょ っ と き ら いで あ る

4

4

4

4

4

 

e ら いで あ る

® 本校の児llJ.I:I.. これか ら総合的な学習 で ど，， よ う な こ と とやっ てみたい と 考 えて い る と
思 い ますか。 （ 自 山 にお 書 き 下 さ い。 ） ，

の び の びふ り かえ り カ ー ド

年 糾 番 氏名 （ ） 

こ じん グル ー プ

め あ て ◎ O △ 

進 ん で ◎ O △ 

協 力 ◎ O △ 

マナー
@ 0 △ 

今 日 の感想 （ う ま く で き た こ と 、 で きな か っ た こ と ）

友達の い い と こ ろ

先生か ら

資料 4

印 4 学平 蕊合 的 な 学翠 学 匹 芦 励 零 （本叩 の 洒勁案）
日 碍 平成 1 4 年 1 0 月 2 日 (*) 3 • 4 佼吟

対 象児窟 尾上町立企田小学校 4 '!'年 . . 名
畠 m プ レー，，，ーム

1 .. tf名 『 リ サイ ク ル＊1＂n』 ( 4 / 1 o )  
2 " ＂ 

9 /t\上町 を 色 れいにす る 作 殿 を 巧 え ． 99 躙が！n平1こ伝 わ る よ う に苅 衷で e る。

・ 蝕 の グループの，，えの仄 さ に毀づ C . g 夕） た ら の勾 え を 悶 め る こ と が で e る．

3 胴 岡

年· 呵 ぼ 勁 0肝 価 ● 文 復

l 今 日 のほ助の誼諄をする。

2 グルー プのめ あ て を 持 ら 喩 大in戦の 〇 グルー プ ご と 1：： め あ て を し っ て息 猷的1：：
訊引費 讃 の m 閑 を す る 。 見 衷 の m 銅 を して い る か。

一烈In ・ 話 し合い
・ グループのめ あ て を e め る 年 罪 衷 の 隅点 （エ夫 し て い る か． 分 か り やす
。 各 町金 ご と の グルー プで皐 ま っ て いか髯 戸 が 大 色 いかな ど） を 与 ふ 限庁だ

＂ら合わせ を す る ． て て 四 え る 遠 回 し ｀ 功 目 す る ．

3 大作峨の計躙を立て る 〇柑手に伝 わ る よ う にわか り やす く 兄表 してい
• グループ の ヽ） あ て を 発 表する る か． ー只 衷
• 町 会 ご と の ダループ で の 訊 引 を す

る 、＇

4 感 紐 （いい と こ な ア ドバイ ス 0 他 の グルー プ，， よ さ に 気 づ く こ と が で 8 た
貿Jlllなど） を知表する。 か． -l11哀

● よ さ に気づけなかっ た ら 、 殷師が評 価 し て
あIf． 次均の店勁1こ怠欧 を 拷 たせる．

5 ＊内のほ助 を 国 り 返 る 〇 次のほ動に息 歓 を 拷 っ て い る か．

・ カ ー ドに記入をする。 →表1月 見衰
・ 慮想を孔斑する 綴 り 返 り カ ー ド




